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育
に
関
す
る
法
律
、「
食
育
基
本
法
」
が
平
成　

年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

１７

な
ぜ
食
育
を
法
律
に
ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

そ
の
背
景
と
い
う
の
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

法
制
定
後
、
初
め
て
の
白
書
と
な
る
「
食
育
白
書
（
平
成　

年
度
版
）」
に
は
、

１８

食
の
変
化
、
栄
養
の
偏
り
、
不
規
則
な
食
事
、
生
活
習
慣
病
の
増
加
、
食
の
安
全

上
の
問
題
等
が
生
じ
、
そ
の
影
響
が
顕
在
化
し
て
い
る
と
い
っ
た
現
状
が
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
で
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
上
で
は
健
全
な
食
生
活
が
重
要
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
も
同
じ
よ
う
に
当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
で
す
。

　

食
育
は
す
べ
て
の
世
代
に
必
要
な

こ
と
で
す
。

　

特
に
、
乳
幼
児
期
か
ら
少
年
期
の

子
ど
も
た
ち
に
は
、
保
護
者
が
普
段

か
ら
健
全
な
食
生
活
を
意
識
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
し
、
大
人
は
、
自
分

自
身
で
食
に
か
か
わ
る
健
康
づ
く
り

に
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〔
乳
幼
児
期
〕

　

味
覚
機
能
や
そ
し
ゃ
く
機
能
が
発

達
す
る
重
要
な
時
期
で
す
。

　

こ
の
時
期
に
は
保
護
者
は
、
薄
味

で
食
べ
る
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る

こ
と
、
加
工
・
調
理
済
み
食
品
に
頼

ら
ず
、
家
庭
で
調
理
し
た
素
材
の
味

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
食

べ
さ
せ
る
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

〔
少
年
期
〕

　

早
寝
早
起
き
の
生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
る
こ
と
、
朝
食
は
ゆ
っ
く
り
き
ち

ん
と
食
べ
る
こ
と
、
体
を
し
っ
か
り

と
動
か
す
こ
と
な
ど
の
基
本
的
生
活

習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

今
、な
ぜ
食
育
な
の
か

食
す
べ
て
の
世
代
に
必
要
な
食
育
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【食育の語源】

　食育という言葉は、明治のころにはすでに存在して

いたようです。その例として２冊の書籍が知られてい

ます。

　最初は、明治31年に初版が発行された石塚 左  玄 の
さ げん

『食物養生法』。石塚は、食が人間の心や体、生活態

度にまで大きな影響を及ぼすとして、子どもを育てる

ための基本は「食育」にあると主張しました。明治36

年に発行された村井 弦  齋 の『食道楽』にも「まずは知
げん さい

育よりも体育よりも一番大切な食育…」と食育の重要

性の記述があります。

　｢食育｣という言葉を最近よく聞きますが、では
「食育」とはいったい何なのでしょうか？
　これまで、教育の中心は｢知育｣｢徳育｣｢体育｣の
３つが基本とされていましたが、さらに、最近注
目されているのが｢食育｣です。
　食育とは、健康的な生活を送るために、食に関
するあらゆる知識をはぐくむことです。子どもの
教育の一環として取り入れられるようになりま
したが、子どもに限らず、大人にとっても重要な
ことなのです。

食育とは…

〔
青
年
期
〜
壮
年
期
〕

　

テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
か
ら
の
多
く

の
情
報
に
惑
わ
さ
れ
、
間
違
っ
た
ダ

イ
エ
ッ
ト
を
し
た
り
、
健
康
補
助
食

品
に
依
存
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
調
理
済
み
食
品
・
加
工
食

品
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
、
清
涼
飲
料
水
な
ど
の
過
剰

摂
取
は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る

大
き
な
原
因
で
す
。（
資
料
①
）

　

こ
の
よ
う
な
食
品
を
取
り
過
ぎ
る

と
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
妨
げ
た

り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）と
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
喫

煙
、
多
量
飲
酒
も
そ
の
原

因
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　

糖
質
、
脂
質
、
塩
分
の

取
り
過
ぎ
に
注
意
し
、
野

菜
な
ど
食
物
繊
維
を
し
っ

か
り
取
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

〔
高
年
期
〕

　

慢
性
疾
患
を
抱
え
た
高

齢
者
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
加
齢
に
伴
い
消
化
機

能
が
低
下
し
て
く
る
の
で
、

食
べ
物
を
軟
ら
か
く
す
る
な
ど
の
工

夫
や
援
助
が
必
要
で
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
た
め
に
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
る
主
食
、
タ
ン

パ
ク
質
源
に
な
る
主
菜
、
ビ
タ
ミ
ン

の
豊
富
な
副
菜
を
揃
え
る
と
と
も
に

楽
し
い
食
事
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
現
代
の
食
を
取
り
巻

く
問
題
点
と
し
て
、「
や
せ
た
い
願
望

と
摂
食
障
害
」「
食
品
添
加
物
の
危
険

性
」「
深
刻
な
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
」「
食

事
マ
ナ
ー
の
乱
れ
」「
孤
食
の
増
加
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こんなに含まれています（資料①）

　これらの食品には目には見えませんが、これだけの砂糖、油、
塩が含まれています。食生活の改善は日々の積み重ねが大切です。

スポーツ飲料（500 m l） チョコレート（70g） ポテトチップス（85g）

� � �

砂糖（36g） 油（24g） 塩（1g）

学校栄養技師による授業（落合小学校）

スティックシュガー（６g）×６本


